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新年度予算審査 代表質問 一般質問 委員会 議案の審議結果

令和２年度当初予算

私たちは、ここに注目しています！
一般会計歳出 ※一般的な行政にかかる経費の支出

総務費 28.5 億円 (23.5％ )
庁舎の管理、道の駅の管理等

民生費 20.3 億円 (16.7％ )
福祉や子育て支援事業等

衛生費 5.2 億円 (4.3％ )
ごみ処理、保健衛生事業等

農林水産業費5.6億円(4.6％)
農地、山林、農道整備等

商工労働費 0.5 億円 (0.4％ )
商工業、観光事業等

土木費 16.6 億円 (13.6％ )
道路整備・維持、除排雪等

消防費 4.9 億円 (4％ )
消防活動、救急救命等

公債費 10.4 億円 (8.6％ )
町債 ( 借金 ) の返済

職員費 15.1 億円 (12.4％ )

職員の人件費等

議会費 0.9 億円 (0.8％ )
議会の運営等

その他 0.1 億円 (0.1％ )

・・・代表質問で各会派代表者が質問したところ

・・・予算審査で各委員が質問したところ

▼▲

令和２年度各会計予算審査特別委員会の議場の様子

宮司町長

本庄教育長

教育費 13.4 億円 (11％ )

小中学校の維持管理、

社会教育事業等

総額
121.5 億円
(100％ )
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　令和２年度は、当別町第６次総合

計画がスタートする年であり、当別

町 150 年の節目の年である。第１ 

期の総合戦略の成果を踏まえ、第６

次総合計画が、基本構想編と２期目

となる総合戦略編で構成され策定さ

れた。今後 10 年先を見据え、人口

減少、少子高齢化、老朽化が進む役

場庁舎の更新及び令和４年開校の一

体型義務教育学校について、今後の

財政の見直しを含め、課題克服に向

けた取り組みについて見解を伺う。

新総合計画 課題克服の取り組みは質問の
ねらい

【その他の主な質問項目】

幼・保・小接続プログラムの実行、幼児教育における

遊びを通した学びの検討 など

老朽化が進む役

場庁舎の更新に

ついては、喫緊

の課題であるが、町の今

後の財政の見通しを踏ま

え、将来負担を少なくす

るために、耐震化されて

いる当別小学校の跡地利

用は考えられないか。

●○問 ●○答
候補地の一つと

考えている。ま

た、複合化が重

要なテーマで、費用のみ

ならず、防災拠点機能の

発揮と人が集える空間創

設など総合的な判断が必

要。新庁舎構想調査事業

で具体的に検討する。

新庁舎 当小の跡地利用はここを

聞きたい

150 年 町民意識の底上げをここを

聞きたい

一体型義務教育学校ここを

聞きたい 教職員の働き方改善ここを

聞きたい

㈱ ロ イ ズ コ ン

フェクトと連携

した JR 札沼線

の新駅設置とその周辺の

まちづくりについての取

り組み状況、進捗状況及

び町側の負担となるイン

フラ整備等の見通しは。

●○問 ●○答
ロイズと連携し

て JR 北海道に

対し当別太に駅

の新設を要望。「新駅設

置に関する検討会議」で

協議がスタートしてい

る。インフラ整備の見通

しは明確になっていない

が、町負担は当然生じる。

新駅設置の取り組みはここを

聞きたい

代表質問 会派清新　山田 　明 議員

外国語教育等が

新たに始まり、

働き方改善に取

り組む上で、子どもたち

に効果的な授業や教科指

導の充実は図れるか。

●○問 ●○答
ここ２年でカリ

キュラムの見直

しや指定事業を

活用した授業改善などに

取り組んできたので、充

実は図られると考える。

全 町 を 挙 げ て

150 年を盛り上

げるという町民

意識が希薄に感じる。観

光協会、商工会、JA 等

町内各団体へ働きかけて

150 年に対する町民の意

識の底上げを図る必要が

あるのでは。

●○問 ●○答
まだ盛り上がり

が醸成されてい

ないと私も感じ

るが、２月 26 日の実行

委員会で記念イベントの

詳細が決まったので、商

店街にポスターを掲示す

るなど、町民の意識の底

上げを図っていく。

平成 29 年より

小中一貫教育が

本格的にスター

トし３年が経過。地域の

特色を生かした「とうべ

つ未来学」の取り組みを、

今後９年間の教育課程で

子どもたちにどのように

指導していくのか。

●○問 ●○答
今後は、９年間

の系統性を重視

し、充実したカ

リキュラムとなるよう、

さらなる内容の精選と指

導の工夫を図っていく。

新年度予算審査 代表質問 一般質問 委員会 議案の審議結果

当別町 140 年記念のパレード
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代表質問

　人口減少と少子化に歯止めがかか

らないことから、「企業誘致推進プ

ロジェクト」は重要な施策である。

国道沿線のポテンシャルを活用すべ

きと質した。基幹産業の農業の生産

性を高めるため農業ビジョンの推進

について伺う。今後の交通サービス

の構築をどう進めるのか。森林運営

について林業振興をどのように進め

るのか。当別高校の今後のあり方に

ついて、町内の中学生が多く希望す

る高校とすべきと考えを質した。

産業力の強化に企業誘致を！質問の
ねらい

人口減少の解決

のためにも企業

誘致は重要。ま

ちの産業力を考えると国

道 337 号、275 号 の ポ

テンシャルを活用すべ

き。この地区に企業を進

出させるための土地利用

の見直しを行う考えは。

●○問 ●○答
土地利用の見直

しについて、現

在 の 土 地 利 用

計画では、国道 337 号、

275 号沿線を企業誘導

ゾーンに指定しており、

このエリアに企業の進

出、立地を促す方針に変

わりはない。

人口減の課題と企業誘致ここを

聞きたい

公共交通活性化

プロジェクトに

おいて、鉄道・

バス・タクシー等を統合

した交通サービスを構築

すると表明しているが、

今後、町全体でどのよう

に進めて行くのか。

●○問 ●○答
当別版ローカル

MaaS ※ 1 構築の

ため、トヨタ・

モビリティ基金の助成を

受け、町内公共交通の横

断的な経路検索やデマン

ドバスなどの予約が行え

るアプリを開発し、利便

性向上に取り組んでいる。

交通サービスの構築をここを

聞きたい 当別高校の今後のあり方ここを

聞きたい

林業振興をどう進めるかここを

聞きたい

【その他の主な質問項目】

事業投資の今後の見通し

会派爽新　古谷 陽一 議員

生徒、保護者か

ら選ばれる学校

となるための方

向性と特徴があり町内の

中学生が多く志望する高

校とすべきでは。

●○問 ●○答
生徒に選ばれる

高校となるため

の方向性を令和

２年度中に、北海道教育

委員会や当別高校、町内

関係者と協議を進める。

●○答
農業10年ビジョ

ンの経営戦術指

標である米・畑

作物・野菜などの各項目

農業産出額 100 億円をここを

聞きたい

ごとに課題を洗い出し、

この５年の中で顕著な問

題点のフォローアップ作

業を重点的に行う。また、

昨年設立した当別町農業

総合支援センターの活動

に町も主体的に加わり、

担い手不足やスマート農

業などの課題に取り組む。

農業の生産性を

高めるため、こ

の１年は何を重

点的・具体的に農業ビ

ジョンを推進するのか。

●○問

※1 MaaS…Mobility as a Service の略。複数の公共交通を統合したサービス。

新年度予算審査 代表質問 一般質問 委員会 議案の審議結果

ともに、高性能林業機械

の導入やドローンによ

る ICT 技術の活用などに

も積極的に取り組んでい

く。あわせて、町産材の

積極的な活用など、地産

地消の取り組みを通じ

て、地域循環による林業

振興を進めていく。

森林運営に間伐

や林道など森林

整備を進めてい

るが、林業を活用し、林

業振興をどのように進め

ていくのか。

●○問

●○答
林道、植林、間

伐といった森林

整備を進めると 当別町が管理する森林管理道 曽根の沢線
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　第６次総合計画ができ、今後 10

年のビジョンが示された中、更なる

プロジェクトが執行方針で提案され

た。生活の利便性が高い JR ２駅中

心で進めていく中でもう一つの駅構

想だった。民間の大型プロジェクト

と連携で産業と雇用が結びつく期待

もある中、町としての戦略や関わり

方を、また、当小の跡地利用は今後

を占う最重要課題と位置づけ子育て

向け公営住宅や当別高校も含め、選

ばれる町としてのあり方を質す。

公民連携で人口減少に歯止めを！質問の
ねらい

跡地利用で町の価値が上がるここを

聞きたい

４棟ある教員住

宅の１棟を子育

て向け町営住宅

に改修する予算案が出さ

れ、高く評価する。残り

３棟を改修する計画は。

●○問 ●○答
残りの３棟につ

いても、今後、

順次、改修工事

を進める計画であるの

で、４棟分の土地購入費

を予算に計上している。

町にも子育て世代向け住宅がここを

聞きたい

代表質問 会派緑風会　秋場 信一 議員

今後、当別小学

校の跡地は中心

市街地と大規模

敷地を擁した関心度の高

い重要な場所と考える

が、時間をかけて広く町

民の合意を図るべき。駅

周辺プロジェクトと絡め

た考えは。

●○問 ●○答
さまざまな活用

が考えられる大

変価値あるエリ

ア。広く町内外から知見

やアイデアを集め、小学

校敷地、中心市街地及び

駅周辺を含む都市機能誘

導区域の面的整備につい

て具体化していく。

新駅 既存２駅への影響はここを

聞きたい

民間のアミュー

ズメント施設が

建設され、その

周辺の新駅構想は素晴ら

しいことだが、当別駅と

太美駅を中心としたまち

づくりに大きな影響はな

いのか。

●○問 ●○答
影響はあると思

う。既存２駅周

辺の開発は、こ

れまでの議論の通り進め

る。特に、太美駅と新駅

は近く、互いに駅周辺エ

リアが結びつき、より効

果的なまちづくりに発展

していくものと期待。

新駅構想と太美駅バリアフリー化ここを

聞きたい

新駅構想で、特

に太美駅のバリ

ア フ リ ー 化 な

ど、まちづくりが停滞す

ることなく進めていかな

ければならない。太美地

区の住民には丁寧な説明

が当然必要と考えるが、

どのように考えるか。

●○問 ●○答
構 想 が 具 体 化

し、実現のめど

が見えたら、町

全体の住民への説明は、

必要に応じて適宜実施し

ていく。なお、太美駅

のバリアフリー化は、JR

北海道によって令和２年

度中に整備される予定。

新駅構想 費用負担の考え方はここを

聞きたい

民間のプロジェ

クトに絡めて公

民連携の費用負

担についてはいろいろな

考え方があるが、JR 側・

民間側・当別町、三者そ

れぞれの費用負担の持ち

方について現状と今後の

考え方は。

●○問 ●○答
一民間企業のプ

ロジェクトでは

なく、町全体の

プロジェクトの位置付

け。当然、町の負担も発

生してくる。駅新設は要

望者側の負担、設置後の

運営管理費用は JR の負

担が原則となっている。

【その他の主な質問項目】

新駅による定住人口増の戦略、子育て世帯向け町営住

宅土地購入の必要性、当別高校の今後のあり方 など

新年度予算審査 代表質問 一般質問 委員会 議案の審議結果

当別小学校
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代表質問

　「災害に強いまちづくりプロジェ

クト」について、防災マップの改訂

にあたっては、常に身近に置き活用

されなければ大切な命を守る行動へ

とつながらない。高齢者、視覚・聴

覚障がい者等の避難困難者への配慮

を忘れてはならない。また、「子ど

も未来」について、子育て世帯がこ

の町でどう安心してのびのびと産み

育てていけるかが問われるため、就

園援助事業と保育士等就労支援事業

の新規事業の見解を質した。

防災・減災への意識啓発を !!質問の
ねらい

近年の予想もし

な い 気 象 に 対

し、平時からの

危機管理の重要性をみん

なで共有する防災マップ

の改定について、効果的

な周知をもって実施され

るべきではないか。

●○問 ●○答
防災マップも活

用されなければ

意味がないが、

防災マップ自体も万能で

はない。大切なことは、

防災セミナーや出前講

座、避難訓練などに参加

し、しっかりと学習して

いただくことである。

誰にでも分かる情報伝達をここを

聞きたい

就園援助事業の実施ここを

聞きたい

保育士確保の周知はここを

聞きたい

会派公明　五十嵐 信子 議員

制度では、低所得世帯ま

での副食費の免除が含ま

れているが、主食費と教

材費の自己負担は残って

いる。特に生活保護世帯

の窮状を鑑み町負担とす

ることとした。今後の負

担のあり方は、国の動き

を見ながら検討を行う。

人口減少問題は

喫緊の課題。こ

の事業を実施す

るまでの経緯と生活保護

世帯のみを対象とした見

解や今後の見通しは。

●○問

保育士に求める人材はここを

聞きたい

確保対策を進めている。

他市町村に劣らない支援

や処遇改善を行う必要が

あり、そのことが保育士

の町内居住や働く意欲の

向上につながると考え

る。今後とも幼児教育に

対する情熱や専門性のあ

る人材の確保を目指す。

当別町を選んで

もらい居住し、

働く意欲にどの

ように結びつけていくの

か。また、どのような人

材を求めているのか。

●○問
人間形成に一番

大切な時期の幼

児教育を担う、

より良い人材の確保は、

とても重要と考える。保

育士確保の課題を克服す

るため、保育士等就労支

援事業をどのように周知

するのか。

●○問 ●○答
ホームページへ

の掲載、認定こ

ども園に勤務す

る保育士への周知のほ

か、認定こども園が保育

士養成校に対して募集を

行う際に、町からの支援

策として記載をしてもら

うことが有効と考える。

避難困難者への情報周知ここを

聞きたい

や近隣住民、町内会長や

民生委員などと日頃から

つながりを持つことで、

誰に支援を求めるのか避

難困難者自ら必要な助け

や支援を受けるための

「受援力」を養ってもら

いたい。町も意識啓発や

相談体制の充実を図る。

高齢者、視覚障

がいや聴覚障が

いの方などの避

難困難者へは、十分な情

報の周知をしなければ助

けられない。町の見解は。

●○問

当別町防災マップ

新年度予算審査 代表質問 一般質問 委員会 議案の審議結果

●○答
避難所まで自力

で歩くことが困

難な方は、家族

●○答
国の昨年 10 月

か ら の 幼 児 教

育・保育無償化

●○答
札幌市をはじめ

管内各市町村に

おいても保育士


